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l1: じめに | を対象とした慰安、娘楽設備としての目的が強く、積
最近の混科教育で、実験観察の凸・める働きが大きく I
なってきたが、果してそれだけの設備をそなえた学校| 施設は消極的ながらも学校理科教育への成果を挙げて
がどれだけあるであろうか。科学教育振興法などで、 |きた。
これらの点が採り上げられてきたことは喜ぶべきとと l 昭和のはじめから生物教育の重要性を認め、縞物園
である。こうしていろいろと設備され、これを実際に I! C 附属設備として教材闘を作り、当時の小学校教科書
活用してとそ理科教育の突を挙げることができるが、 | 中にでてくる植物を学年別に植え、これに解説を施し
ここに一つの難点がある。すなわち生物教材に関する| た札をつけるようなことが行われた。しかし切角の設
ものである。 I備も太平洋戦争で食糧増産のため消滅した。
昨冷学校園の経営、学閣の整備などが声を大にして| 戦後荒廃した環境を整備し、新しい科学教育方針で
川ばれてきたが静かに一歩ひるがえってみるとどう| 学校圏の整備がとり上げられ、各地の学校に於て急滋
か? 教材の理解を助け、実験観察の材料となるもの| に学校闘の経営が行七れ、また地域社会の特殊t陸を活
であろうか? 当事者は一考の要があろう。 Iかした路傍博物館の経常が行われるような気遂になっ
とこで筆者は、これらの欠点を補う意味で生物教材| た。

閣の設置を提唱する。 I 次に主な生物教材園の略歴を記すと昭和7年、大阪
生物教材の重要性 I  ' 天王寺公園内に小学校を対象として樹守閣が設置され
小、中学校の理科教育では現に生きているもの、生 I : た。面設は約 30(]坪を用い、 400-500穫の謝d植物が
活しているものが対象として重要である。それを理解| 学年別に毅槌されていた。しかしこれも天王寺公園温
し考察していくものとして生きた生物教材が必要であ| 室怒張に伴い代木田公園に移転、面鼠は 600坪に拡張
る。 Iされたが戦争によって廃止された。
かつての理科教育においては傍広類を多くとりそろ| これと同じ頃京都府立値物園にも約 600坪が教材園
え、 ζれを理解の媒介としていたが、この頃は、一歩| として設置されていた。ここは教材縞物の外に各地の
進んで生きたものを媒介として行われるようになって| 競繋が多数哉f脅されていた。適地、適作が栽培の上か
きた。理科教師のうちには路傍で鳴く虫の名すら知ら lらは都合がよかった。当時のように劃一的な教科書で
ず、また学校内の美くしい花の咲く縞物名さえも知ら| は学年別の方が便利であったがことも天王寺と同様廃
ないものがいる。そしてこれらの名をしらべ、特徴を| 止となった。
摘もうとする努力さえみられない。 またこの項、東京高等師範学校に田園教室として学
自然を掴むことによって個々の縞物の生育環境をし| 校園が経償されていた。とれと相前後して横浜市にも
らべ、さらにこの殺培、利用について理解を持つこと l約 900坪の老対寸圏が経営され、市内外、小中学校へ教
は、我々の日常金活をより豊かにする上においてもー| 材の供給、参観の受け7¥れなどが行われていた。
そう有意義である。 I 神戸市でも昭和12年には樹寸園の設置が市会で可決
生物教材園 | され同16年に開園された。当初約 400坪を持ち徳裁数
1 . 歴 史 | は木本300窪、濯木 150種、草本150庫、専任従業員 8
生物教材園の歴史は浅いが、これに類似の施設は古| 名という生物教材薗としては独立のものが運蛍されて
くから設けられていた。それらの代表的なものは、各| いた。主な事業としては種苗の供給ょ参観の受けスれ
大学及び各都市の鑓物園で前者は設置の目的から考え| などで、現在面積 13，000坪、 i信義数1，200種と戦時中
て専門教育用のものであり、社会教育とか、初等教育| も廃止されることなく発展してきた。現在教育委員会
に対しては十分の考慮が払われていない。また、学術 l庶務課に独立当諜所として所属している。
上貴重なものの蒐袋、保存、研究材殺の育成などに霊| 昭和24年から神戸市立妙法寺小学校に 6，000坪の篤
点がおかれているため、筆者がここでいう生物教材園| 志家の校地寄贈により自然教育学習園が経営されだし
にはおよそ縁の速いものである。 Iた。ここは学校独自のものであり、膨災のすf教育実践
また後者の各都:'m"の縞物園及び類似施設は一般大衆| の場として教師児童- j .Lとなって経蛍に当っている



点、またこの学習闘をとおしての学習効果など見るぺ| 指導を行う。見学団体の受スれについては実験塗の使
をものがある。 1 用、その他、団体との時間的な衝突を避けるため、少く
これと相官官後して文部省で旧皇室の敷地，60，000坪を| とも一週間前には申し込みを受け、来闘して何を学ぶ

自然教育園として教材園の中心的、指導的な主主営を行| かについて詳細な連絡をとることが望ましい。すなわ
っている。ここは旧武綴野の自然保存という特殊性を| ち学習単元名、その時間までの指導経過、見学の国
持ち教材植物の蒐収とともにますます充実している。 1 1索、見学後の緩めなど、こうした打合せにより一層の
これらは主な生物教材蒐収のセシターであるがこの| 学習効果を挙げることができる o

ほか各地にもこうした設備が急速に増し充実しつつあ| このような見学のほかに社会科、はじめ他教科の函
ることは喜ばしい。 1 とも連絡を密にする。
教材園設置の動きとともに、戦後の焦土と化した国 I C 教師対象
土の緑化、校庭の緑化を兼ね生物教材、特に植物商に| 前J[ l 教材研究のように生牧敢材園を中心に、学校現
は目覚しい進歩がみられる。 1 場にi !O応した教材研究の会合を持ち、またその道の大
また、教材園と相前後して各地において路傍博物館| 家を中心に指導研究会を聞を互に感発するようにす
と事訴し、その学校校下の社寺などの文化財も含め、そ| る。
の地の植物に解説本しをつけて教材菌において特殊な運| そうすることによって各種標本製作及び殺培の技術
営が試みられるようになってきた。 1 を深めることができる。その一手段として講習会を開
2. 目 的 | く。特に栽培、、飼育についての技術は学校菌の緑化整
このように各地で生物教材圏的な活動、学校園の経| 備などの上でも、教師が児童生徒に指導をするうえか

蛍が盛になってきたが、生物教材全般からみると一枝| らも大切なものである。
のみでこれらを準備し、飼主主することは学校の教師に 10 児童生徒対象
過重な労働を強いることにもなろう。 テーマごとに有志児童生徒を集めて指導する。とう
こうした点より考えて数校で一つ、または一都市で| したテーマとしては各季節ごとにそのブロックの児童

適当なプロックでもって生物教材ナーピスセシターと| 生徒の日帰りのできる範囲の地域への採集会、またこ
して、生物教材闘を設置することは、より一層有意義| うした採集作品の標本製作法の取扱い方を行う。それ
なことと考える。 I とともに圏内の各施設は開成して日曜、祭日は勿綿
生物教材園は、上述のような見地から教材の研究| 季休畷などにおいても自由に利用させるようにして
と、必要な資務を蒐収、保管して教育的な展示をす| おく。
る。この展示においては教材研究と児童、舗の実際 IE 一般対象
活動及び心理の研究を主眼とすることが必要である。 I 年中鰍として開放し、一般人も自由に利用でまる
それとともに各学校の要望に応じて生きた動摘物、標|

l ようにする。来園した人々からの家庭園芸についての
ホ類の供: 治、斡旋が出来るよう準備する。
3. 事業
A  教材研究

相談に応じることは勿論であるが、こうした相談の外
に種苗の斡旋を行う。
またそれと共に各季節においての栽培樹憶の指事議

前記目的を達成するため、生物教材歯学芸員と都市| 習会を開き、家庭園芸についてのE しい知識と技術の
の学校教師による糊研究が必要である。その調査に| 普及を制。例えば最近盛んになったノ4ラにしても植
もとづいて生物教材菌の資籾を収集し、保管、またそ| ぇ放しという場合が多い。これではいい花も咲かず、
の教材を理解し易いように、実験観察に便利なように| 折角的恥惜しいことになる。それでこのパラ明
学習園を展開する。 I定方法を知り、また認定した筏は土中に埋め、三月に
教材研究は絶えず続けられねばならないが、定期的| 戸外で接木をする。このように家庭で皆で楽しめるよ
に会合を齢、必要輔の打合せなどを柄。そして| うな簡単な園芸姉崎備はかることは、国土緑化
各種動指物の飼育、栽培により、どの生物材料1、ど| に役立ち、また憐人愛の精神を育てる上にも大変有意
のような目的の理解に都合がよいか、また教材として| 義なことである。
指導する上においての注意点、重要事項、観察させる I 4. 施 設

べ輔がらなど実際日って研究せねばならない。 I 臨事業を行うために最低限必要な蹴としては先
B  学校対象 | ず裁培飼育の設備が考えられる。
教材の研究に伴い、プロック内の各学校からの見学| 生物教材園は第ーに扱かわれる材彩H土植物であるの
団体を受けλれ、生物教材菌学芸員と引卒教師による| でこの面より考えてみたい。
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生物教材園に植える種数は
喬木
濯木
章 *

これに伴う面Eまは
喬木 1種( 木数任意) x平均10坪 x150種1，500坪
潅木 I種〈本数任意) x平均2坪 x150欝 00.坪
草木 1種〈木数任意) x平均0.5坪 x600静∞坪

栽培面積小計 2，100.坪

種
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100%， 7，000.坪
栽借地内の道路は広くとり、大勢がゆっくりと観察
できるようにし、また休恕涜設は教室、集会所のよう
なものもいるが圏内各所にあずまやのようなものを設
けてお〈。また、手洗を目立たぬよう各所に設けてお
くことは低等生年児童のために大切である。
飼育施設に附属して誘蛾燈を設置し、この方面の研

究の使もはかる。飼育設備としてはイ y セグタ 9 ュー
ム及び淡水魚の飼育槽、小I u 物の小屋鶏、兎の各品
種、山羊、学、モJレモヅト及び烏顎を設ける。
管理施設としては事務室、従業員控室、 f犠室、道
具庫、堆肥舎が必要である。
首園、実験所関係の涜設は温室20.坪、冷室10坪、フ
レーム10 . 坪実験室、傍広室、展示室、気象観測場を設
ける。
5. 植えるべき植物
組物は小、中、高校教材とにらみ合わせて考えねば
ならない。しかし、とのなかにもおのずと共還に備え
る条件があるo こうした条件として考えられるものを
各教科書の指物名及び教材目的などより分類してみる
と、季節、色彩、形、呑、教材目標の理解し易いも
の、人生に役立つもの、種類や形態の多いことを知ら
せるものなどに分けられる。
a. 季節
子、学や編^ は子どもの社会にとっては大きな変化で
ある。とうした時にすクラ、モクνy、チューリ少プ
などの咲き乱れたのを見ることは大きな印象であり、
永久に脳裏に刻まれるものである。
四季感の強いもの、例えば夏はキ宮ヲチクト夕、ネ
ムノキ、ムクグ、カ y ナ、フヨクの花や天を突いて
伸びるポプラ、緑蔭を作るフジなど、秋は紅裟の笑く
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したがって
栽域地
道路
休憩及び遊園施設
飼育施設
管理施設
苗圃及び笑験所

前

T男在日木には約30圏に及ぶ箱物闘があるが、これら
常佼教育には消極的なものが多い。しかし、植物圏
先に述べたような設置の一般目的からみて、具体的
はその閣によって童煮のおき方が異なって〈る。こ
学術的、産業綬興、教育普及、観賞、慰安、厚

'L 鎗利などに大別できる。しかし随物園としてそな
るべき形強と機能については共通なものがなければ
らない。
ζのような面から考えて、日本における縞物濁設置
基準として
3. 最低基準、面積 500坪、縞栽額、毒手務室が整備
されているとと、一般の利用する建物及び土地を
有すること。
b. 望ましい縞物園、
( I ) 地加畑物園、商程500 . 坪、栽培種数1，000窪
休態施設は総面積の1 0 %、道路も向じく 10メ、
首園、実験研究国は槌栽区の5 0 %、標広館、温
室、毒事務所、倉庫などの建造物は総面積の 5 %，
と考えられている。

(2) 府県単位の地方的植物園
上記地方的樋物園の 2 - 3倍、しかし、生物教材閣
という特敏性からみて、園の縮我面積と道tふ休憩施
設の占める割合は同じ割合であることが望ましい。こ
うした点からみると総宿区より占める割合は

植栽地 3 0 %  
道 路 2 0 %  
休穏及び遊園施設 1 0 %  
飼育施設 5 %， 
管理施設 5 %， 
苛園及び実験所 30;% 

というようなことが墓ましい。
なお、小、中、高校理科教科書に記験されている縞

物教材は別表のようである。
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4 5  作物及び園芸草花



'  

しいヌルデ、カエデ、ハグイトクなどそれぞれの季節
を象徴するものを植える。
八百屋の脂頭には一年中! l Y ゴがあるなど季節感覚
の薄れた都会の児童生徒にとってはなお一層必要なこ
とである。
b. 色彩
都会の子どもにとっては特に緑の鮮かさが必吾妻であ
る。ユーカ 9、ポプラ、カラマツ、ヒマラヤスギなど
鮮かな緑を見る ζとによって、心の落着きが得られる
ものである。遊園施設には芝を植え、自由に寝ころば
せてやりたい。
その反面アセビ、ムクグ、ハナズオク、ハグイト
夕、サルピヤ、フジ、ラ沙パズイセシ、キク、ダ Pア
など色値の豊かな花の咲くものを植えておく。児童生
徒、特に幼い者ほど色の強さに対して敏感であり、色
により支閉される心哩面の活動が大会いものである o

c. 樹形
校が霊平にでるとか、霊下するとか、校が鈍角にで
るもの、例えばヒマラヤジーダ、カラマツ、モミ、 ν
ダνヤナギ、 νダνヒパ、ヤマモモ、カジノキ、クス
ノキなど、これらは児童生徒の心を和らげ、さらに学
習に幕念させるためにも大変役立つ。
また、巨木になるもの、成長の速いもの、大きい繋

を持つもの、花や葉に変化のあるものなど、例えばユ
ーカ 9、 トクテク、チョクセシアグミ、ハナイカダな
どそれぞれ訴える所が大きい。
d. 教材目標の理解をし湯くするもの
形態、種の特徴の点においてはナクラ、特にオオジ
マダクラ、アブラナなどが好都合である。また光合成
の結果観察というような実験材料としてはダ Pア、ア
ナガオの葉が好適である。このように指導目標により
材籾植物を撰択する。
品 種類や形態の多いことを知らせる
その地域社会の樋物は勿論、栽堵可能なものはでき
るだけ集めて裁堵しておく。
£ 植裁のL かた
これら多数の植物を槌栽するについてはその地形を

うまく利用することが第ーである。それとともに学習
活動に便利であることに考慮し、平面的分類的な樋裁
でなく生態的な生きた植栽が望ましい。
また、観察のための草花栽培臨場は、手を伸ばせば

全てとどくような形にする o すなわち畝巾は 50cm、
谷も50cmとする。他方見本的に樋る畑の畝巾は 1 m、
谷は 5 0 c mとする。このようにすると観察にも使であ
り、栽培管理にも大変好都合である。
これとともに園の芝生の一部に形品花壇などを設け

ておくことは美くしさを一層引き立てるものである。

g. ラペルについて
生物教材菌の設置目的は生物分類学者などを養成す
るのではない、われわれが人と会っても名前を知るこ
とによってはじめて親近感を抱しそれで脳裏の印象
をより深めるためにラベルにはただ和名を記すだけに
とどめたい、根株なものにだけ解説をつけるようにし
て、できるだけラベルは小さく、自然を般かいしない
ようにすべきである。
したがって色彩も自はさけるなど考えるべきであ

る。ある植物園に行くと自の大きな解謝反やラベルが
一面にならび、あたかも外人墓地にA ったような惑を
抱かせるがこうしたととは避けるべきである。
このような意味により色彩は樹反に白ベシで書いた
もの、または焦茶色に白ペシがよい。! 焼板の場合脊ー
に切るのではなくあり合わせの絡などを適当に伐り、
焼いてよく洗ったものを用いると経費の点でも突く、
また目立たず、 J自誌をとわすことがなく、その上よく
見えるものである。
ラベルの位置は小学校一年生の児童の闘の高さぐら

いにするとよい。つまり見上げるよりも見下す方が見
よいものである。ただし足をつけたラペルは地上 50
c m、また小さいものは 10cm位がよい。とうしたラペ
ルは和名だけであるから一方、別に解説書を作り、指
導者の便に供するようにする。また区分例えば首園、
花畠などの区画を示す標示板は童話的な象徴的なもの
を作ることが一層楽しさを増すものである。
6. 飼育すべき動物と設備
数多〈の動物は動物園、水族館にゆずるととにし
て、生物教材闘では教材じよう特に必要なもの、例え
ば観察、実験に便なものを備える。淡水魚はフナ、モ
ロコ、メダカ、キシギョ、ライヒ、ツーヒ、コイ、マゴ
イ、ヒゴイ、ニνキゴイなど、飼育稽は一面ガラス張り
の大きなものとする。例えばキγギ冒とブナを問4 1<
椅にA れるとフナは底の方を、キ y ギ習は上の方をと
夫々リトリーを分ける。こうしたことを見せるよう国
慮を払うようにする。
との外熱散魚は水温の保持に大変であるが魚の習投
じよう大変面白く、観察にも好都合である。つまり胎
生魚や卵生でも沈下卵、浮滋卵、附着卵があり、形や
色彩の上でも変化に富み、小さい水槽内でも盛んに活
動し、興味深く学習面に役する所が大きい。
他に野鳥、洋J烏の烏禽類やニヲト Pの各品種、とれ
らも習性の上から学習の上から撰択する o IIJ静l顔とし
てはヲナギの各品種、ヤギ、ヒツジ、そのほかイシセ
クタリュクムを作り昆虫を飼育し、昆虫の世界を観察
に便利なようにしておく。
7. 他に収集すべき資料と設備
気象観測設備を設ける。との資1量? を作成するととも
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にその地域社会の気象データを集めておしこれに伴 l 休であることはいうまでもない。利用の面からいうと
い生物季節の諦謹データもそなえる。
!!YJ織物の標本は勿論民族考古資料や模型も主として

動植物の商からみてl収集する。また、炭焼き設備を作
りこの実際と炭の良否などの参考材料を用意する。
8. 露営上の要員と設置数
生物翻摘の運営に必要な要員及び経費は

園長 ( 策的 ( 撃芳子害援または)1名
学芸員〈幕{ D 3名】

( 兼任) ( 言法元高教員)

1 月に何回も来園することが教育上墓ましいわけであ
るが教科単元などの配列の上から、最底月 1図利用す
るとして1，4000人のl収容ができるわけである。それで
1校 1，000人の学校とすると 14校に一つの生物教材園
の設置が考えられる。しかし学校により児童生筏識に
は相違があること故大体20.授に 1つの生物教材園の設
置が望ましい。
大都市などにおいては中央制訓認を設置し、その下
に地方的小教材圏を設置し、前者と連総をとり運蛍し
ていくことは一層効果的である。

親類 1，000坪に付 L 名 7名 |  中央教材閣は今まで述べた生物教材園の 3 - 5僚の
毒事務職員 1名 | 面積、施設を持つことが望ましい。また地加小教材
その他臨時府人延 (20坪に 1人 350名 | 園の設置がむずかしし、腕、公園の内部に教材菌類似
経常喜諜裂辛均 1坪当り経費年間円、それで7.0∞1 施設を設けて、学校闘にできないものを主としておい
坪の経費は 700.000円人件費及び臨時費〈施設費| てこれにあてるととも考えられる。
など〉は上記の金額に含まない I  9. 実験学校の設置
このような樹誇で前記の目的及び諸毒諜を達成する| 生物教材園はあくまでも教育達成のための一手段で

ためには自ずから利用学校の範囲も限定されてくる。 Iあることを忘れてはならない。
すなわち 7，000坪の面積に一時に収容可能な人員は| 生物樹園だけで種々の轄を進めていく場合、児
休態施設などの広さにも関係し、また来園者の研究目| 室生徒の岨や教育ということを遊離しないよう、現
的、滞園時間にも左右される。 I場の教育と密接な連絡をとっていかねばならない。こ
実験室の使用をする場合は笑験室の収容人員と時間| のため学芸員補の兼任としては小、中、高校の各校か
により利用人員は制限される。 Iら2 名ずつ選んではいるがこれだけでは十分といえな
他の施設の利用などより一般的にみて
休態700;坪、 700j平÷生徒 1人当り

使用面積 2坪 =350人
半日を見学、学習に愛すとすると

いであろう。
すでに目的にも述べたように現場教師と教材研究を
しながら、また併せて学校全体の空気、地域社会の実
態把握につとめ、児童生徒の心盤的考察の上に経蛍を

350人 x 2  =700入、 1 日の収容人員は700人| 行なわねばならない。このため実験学校の設置を行い、
したがって 1 肌 20日繍可能として | 生物樹闘学芸員はその輸において実際教育活動に

700人 x20日=14，000人| たずさわって難民躍に努めることが望ましい。
1 月の収容可能人員は14，000人となる。勿論年中無
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